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V 森 明雄 (京大 .班 .自然人類)
2頭のニホンザルが出会った時に交される種々の行動
を調べた｡このことによって,ニホンザルにおける近距
離伝達行動の解析を行なってきた｡またこのように個休
の出会いという個体問関係を通して,社会構辻をとらえ
ようとした｡
1)今回の調充は,とくにグルーミング行動に伴う音
声と記号的行動の耶折に正点をおいた｡伊谷によるニホ
ンザルの音声伝道の研究では,ニホンザルではmutter-
ingに相当する音声は2柾糊しかなく,銭弱であるとさ
れている｡しかし イ)グルーミング行動には<ゴ･ゴ
･ゴ><ウッガ･ガ><ギュ･ギュ><グ･グ><ク･
ク>といった1郡の音声が伴う｡ロ)これらの音声は,
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